
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広 報 

発行：特別養護老人ホーム 緑の郷 横浜市青葉区鉄町 2075-3 編集：広報委員会 

令和７年 

８月号 
 №383（毎月 1日発行) 

緑の郷ホームページ→MENU 思い出の一ページ 

緑の郷ホームページでも行事の様子をご紹介しています 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

久しぶりに開催された七夕交流会。大盛況のため 

2 ページにわたってお伝え致します！ 

園児に囲まれ大人気！ 

Q：『施設に入所してしまうと、 

選挙に行けないの？』 

A：『大丈夫です！』 

 

緑の郷では、都道府県選挙管理委員

会から「不在者投票指定施設」とし

て指定を受けているため、選挙希望

者は入所されていても施設内で期

日前に投票をすることができます。 

 

投票所には、投票が公平に行われて

いるかをチェックする立会人が必

ずおります。 

投票用紙の封筒は管理者がとりま

とめて、投票所が閉まるまでに選挙

管理委員会に届けます。 

  

7 月 16日(水)参議院議員選挙・7月23日（水）横浜市長選挙 

多目的大ホールを投票所として、不在者投票を行いました。 

緑の郷が投票所に早変わり！ 

一緒に天の川の星作り 

協力して短冊を飾り付けました 

選挙管理者は石井施設長です 立会人は相談員 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ★利用者さまとご家族には、今後もご利用前（お迎え時）の検温・マスク着用のお
願いと一部活動の自粛について、ひき続きご協力とご理解をいただいております。 

握力 

5メートル歩行 

5メートルの普

段の歩行速度を

ストップウォッ

チで測ります 

６ 月 
 

6 月後半に体力

測定を行いまし

た。年2回実施し

ております。記録

を保管して、お身

体や体力の目安

にしてください。 

身長＆体重 下肢筋力 

30秒間の屈伸回

数を計ります 

ｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃ 

4 時頃から 15 分程度のミニレクリエーショ

ンを行っています。歌詞カードを配って皆

さんで合唱したり、ホワイトボードを使っ

て脳トレクイズをしたりとお帰り直前まで

お楽しみ頂いております。 

７ 月 
 

毎年ご近所の

方のご厚意で

笹を分けてい

ただいており

ます。七夕の

飾りを作った

り、短冊に願

い事を書いて

頂きました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

浮浪児昼寝す「何でもいいやい知らねいやい」   草田男 

終戦直後、昭和 20 年代前半の光景。ガード下や地下道で寝ている浮浪児（戦災孤児）、服は破れ垢まみ

れ、頭にはシラミが湧いている。〈ふて寝〉とした方がわかりやすいが、それでは無季となるので草田

男は〈昼寝〉とし夏の句としたものか。今回の朝ドラでは終戦直後の東京の日常風景も描かれ、路上で

寝る浮浪児の映像から冒頭の句を思い出した◆8月 15 日に〈戦争〉は終わったが〈戦後〉は今も終わっ

ていない。大人が、国家同士が始めた戦争の中で子どもは軍国少年となり、挙句の果てに親も失い瓦礫

の中に放り出される。もう、自分ではどうしたら良いか分からないまま悪い大人にも使われる。それが

私より一世代前の子どもたちの中に存在していた。現在 80代後半から 90代前半の年齢層に当たる。一

旦戦争が始まれば兵隊、一般市民の犠牲は言うまでもないが、特に子ども、高齢者、障がい者、病気の

方々が直面する困難もはかり知れない◆今、世の中は徐々に〈弱者に優しくない方向〉へと動いている

ように思える。3年前、後期高齢者医療制度の自己負担割合の見直しが行われた。その理由も分からない

ではないが、1割負担で済んでいた方々の 20％が 2割負担となり 2倍の支払いを求められている現実が

ある。また高額療養費の自己負担限度額引き上げ案についても「治療を諦めろと言うのか」との声が上

がっている。財源難の解決策として「当事者の支払いを増やしてもらう」というのでは素人同然の発

想。税金から歳費（＝給料）をもらっている政治家の策としては安直すぎないか。もっと知恵を絞れな

いものかと思う◆ふと、大戦中に自国の弱者にも酷い仕打ちをした欧州某国のファシズム政権を思い出

した。                                  【理事長 田中 實】 

【 ナツミカン の コラム 】 

 

住所：〒225-0025 横浜市青葉区鉄町 2075-3 
電話：045-903-8500    

私の趣味は旅行で、特に海外の街や文化に触れることが好

きです。知らない土地での出会いや発見は刺激にあふれ、

視野を広げてくれます。旅で得た感性や柔軟な考え方は、

人生にも豊かさをもたらしてくれます。皆さまもぜひ、自分だ

けの旅を楽しんでみてはいかがでしょうか。 

看護課 M・S 

ホームページ 

 

 

私の父は剣道と居合をやっており小さい時は良く練習場へ連れて行ってくれ 

ました。子どもの頃の私は剣道に対して痛そうだし、きつそうだし、汗臭いし、 

良い印象はなく、絶対にやらないと心に決めていました。それから数十年が 

経ち二人の子どもに恵まれ、やんちゃな我が子に何か習い事をと考えた時に、 

不思議と「剣道」しかないと思い道場にお世話になる事に。あれだけやらない 

と決めていたのに、そして、まさかの長女と私も入門。今では既に経験者だった義理の母と夫と家族皆で 

道場にお稽古に行っています。それからは家族皆で切磋琢磨し、子ども達は 

いろんな大会に出させていただきその度に家族総出で応援に行くことが楽し 

みになりました。 

勝負の世界、勝ち負けがあり、泣いて笑ってと成長を感じながら子ども達と 

共に剣道を楽しんでいます    

Chapter９  剣道 

松尾 桃子 居宅介護支援（ケアマネジャー） 

                                          

弱者に優しいですか？ 

今年、中学生になった息子さんは大会で優勝したそうです。 
そのことを紙面に載せない謙虚な松尾さんでした。 


